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論文内容の要旨
【目的】実験腫療において温熱療法単独よりもG-CSFとの併用がより強い抗腫療効果を示すこと、およ
びG-CSドの好中球培加作用が本幼果に関与することが推測されているが、その分下機構は不明である。
G-CSFは好中球増加作聞と活性酸素産性増強作用(プライミング)を有するが、両現象と温熱療法増強
効果との関係は不明である。今回、担癌マウスにおけるG-CSF温熱療法併用効果の増強機構に関し、活
性酸素と一酸化室素 (NO)の代謝動態を中心に解析した。
In法】 C3Hマウスの足背にSCC7腫蕩細胞を移植し、腫蕩長径が8-IOmmになる 2週間後に実験を行った。
G-CSFを4日間前投与 (5，ug!day)した後、担癌側下肢を恒温漕中で43度40分間温熱処理した。腫虜の長径、
短径を隔日に測定し、コントロール群、温熱療法群、併用療法群間で比較解析した。加温直後の血中好中
球数を測定後、活性酸素産生動態を化学発光 (CL)法にて解析した.加温直後から l週間後までの血中の
NO代謝産物をGries法で測定した。活性酸素産生と抗腫療効果との関係を知る目的で、長時間作動性SOOを
加温30分前、 2、4、6、および8日後に投与し、抗腫療効果を比較した。
【結果】 G-CSF併用温熱療法群では温熱療法単独群に比較して抗腫療効果が増強していた。 G-CSF投与群で
は主に好巾球数が増加していた。 G-CSF投与群のCL値は無処置群に比較して著名に増加し、好中球あた
りの活性酸素産生も冗進していることが判明した。血中のNO代謝!毒物は全群で正常範囲であった。 G-CSP
投与群の抗腫療効果は長時間作動性SODにより抑制された。
【考察】 G-CSFにより血中の活性化好中球が増加して活性酸素産生が冗進し、これが併用療法における
抗腫蕩効果培強作用の一因である可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
実験腫蕩において温熱療法単独よりもG-CSFとの併用がより強い抗腫療効果を示すこと、およびG-CSFの
好中球増加作用が本効果に関与することが推測されているが、その分子機構は不明である。かCSFは好
中球増加作用と活性酸素産生増強作用(プライミング)を有するが、両現象と温熱療法増強効果との関係
は不明である。今回、担癌マウスにおけるG-CSF温熱療法併用効果の増強機構に関し、活性酸素と一酸化
窒素 (NO)の代謝動態を中心に解析した。
本研究ではC3Hマウスの足背にSCC7腫蕩細胞を移植し、腫場長径が8-LOmmになる 2週間後に実験を行っ
た。 G-CSFを4日間前投与 (5pg!day) した後、担癌1ftl)下肢を恒温潜中で43度40分間温熱処理した。牌蕩の
長径、短径を隔日に測定し、コントロール群、温熱療法群、併用療法群間で比較解析した。加温直後の血
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中好中球数を測定後、活性酸素産生動態を化学発光 (ct)法にて解析した。加温直後から 1週間後までの
血中のNO代謝産物をGrics法で測定した。活性酸素産生と抗腫療効果との関係を知る目的で、長時間作
動性SODを加温30分前、 2、4、6、および8日後に投与し、抗腫蕩効果を比較した。
【結果1G-CSF併問温熱療法群では温熱療法単独群に比較して抗腫虜効果が増強していた。 G-CSF投与群で
は主に好中球数が増加していた。 G-CSF投与群のCL値は無処置群に比較して著名に増加し、好中味あた
りの活性酸素産生も克進していることが判明した。血中のNU代謝産物は全群で正常範囲であった。 G-CSF
投与群の抗腫療効果は長時間作動性SOO'こより抑制された。
この実験結果から、 G-CSFにより血中の活性化好中球が増加して活性酸素産生が冗進し、これが併用
療法における抗腫蕩効果増強作用の一因である可能性が示唆された.
以上の研究結果は温熱療法の効果増強に寄与する研究であり、博士(医学)の学院を授守するに値する
ものと判定された。
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